
                

               

               

               

              

              

              

              

引用資料：厚生労働省 熱中症の予防についてのリーフレット  
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 7/16（水）島袋小学校にて「認知症キッズサポーター養成講座」を開催しました。 

島袋小学校４年生（17 名）が受講しました。子どもたちとお年寄りの体のこと、お年寄りの良いと

ころ、認知症の症状や対応方法について話を聞き、自分の身近な人への思いやりを持つことの大切さ

を学ぶことができました。子ども達の感想（認知症サポーターとして何かできそうなこと）につい

て、「認知症の人にやさしくせっする」「困っている人がいたらやさしくおしえてあげる」「困っている

人や道にまよっている人がいたら近くのおとなに伝える」「優しく声をかける」「いっしょに遊んであ

げることができそう」「認知症の人はみんなが思いやりをもってささえてあげる」などがあがりまし

た。担任の先生からは、「『人として』『寄り添う』など、子どもたちなりのキーワードもいくつか出て

きたこと、認知症のお年寄りだけでなく、学級の友達との関わりも考えることができました。」との感

想をいただきました。最後はにんちしょうクイズで学習のおさらいをしました。 

       7/4（金）山内公民館にて「第 1 回見守りサポー 

ター養成講座」を開催しました。今回のテーマは 

『地域包括支援センターの役割について』(講師：沖縄市地域包括

支援センター西部南センター長 森田ひとみ）後半は質問および情

報交換を行いました。見守りサポーター養成講座は月 1 回（第 1

金曜日１３時 30 分～１５時）山内公民館にて開催予定です。地域

の皆さまの参加をお待ちしております。 

 7/14（月）沖縄市役所 大ホールにて「令和７年度 沖縄市介護予防活動 代表者交流会」が開催され

ました。講義「地域資源としての『通いの場』」（講師：ふれあいサロン  

まじゅん代表 知花朝盛氏）と令和６年度お宝発表会の紹介が行われま 

した。その後の意見交換会（グループワーク）では活動内容のマンネリ 

化を防ぐための工夫。運営についての情報交換が行われました。参加者 

からは「もっと交流したい。」「年に 3 回くらいはこのような場があると 

いいな。」等の感想が聞かれました。 

認知症クイズの答え  
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